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平成30年度　自立支援協議会　障がい児部会
平成30年10月16日（火）
資料５
　

	会議名
	平成30年度 第1回 乳幼児の発達を支援する関係機関連絡会（発達ネット）

	日時
	平成30年7月5日（木）　9：30～11：30

	場所
	心身障害児総合医療療育センター　本館３階　会議室

	参加者
	出席者数４２名

	
報告
（１）障がい者福祉課：板橋区障がい福祉計画（第5期）について
　　＜ 出席者からの質問 ＞
　　　・ 児童発達支援は具体的にどこが担当するのか。
　　➡ 児童福祉法に基づく児童発達支援事業で、区内に5か所あり。
今年度6か所目ができた。
放課後等デイサービスは現在31ヶ所。医療的ケア児を受け入れられるところは残念ながら少ない。
      ・ 切れ目のない支援や繋がりということでは、サポートファイルの活用も必要と思われ、災害時には、母子手帳も含め、役立つものと報告もある。そのあたりについて障害者福祉課としてはいかがか。
　　　➡ 各団体で多様であり、すべてを網羅するのは難しいところがあるが、まずは、親御さんが理解しやすいものが作成できたらと考えている。予算のこともあり、時間はかかるが、意見をいただきながらチャレンジしていければと思う。
　　＜ 出席者からの意見 ＞
　　　・ サポートファイルの作成について
　　　・ 保護者への支援について

意見交換
（１）子ども発達支援センターの実績報告[ 29年度 ]
　　　専門相談など全部で1032件。新規418件。年齢層については、28年度・29年度年齢層比較では、学齢期6％→今回10％とやや増えた。
 (２) 待機児について
　　　各機関の近況を報告。

次回開催について
平成30年1月24日（木）開催予定
[bookmark: _GoBack]　※ 平成30年度 板橋区地域自立支援協議会 第2回障がい児部会との共催







『乳幼児の発達を支援する関係機関連絡会』（略称「発達ネット」）について

発達ネット開始の経緯
　　発達に気がかりがあり、支援を要する乳幼児を各関係機関が共通理解のもと支援していくことを目的として、平成15年2月より「乳幼児の発達の遅れに関する相談・支援機関連絡会（略称「発達ネット」）を開始した。
　　年2回の実務者を中心とした協議により、支援に関する情報や役割の共通理解を進めるツールの必要性が高まり、「発達障がい児支援ガイドブック関係者用」の作成につながった。また、関係機関職員向けの研修会の開催もこの協議がきっかけとなっている。
平成19年10月要保護児童対策地域協議会設置時に発達支援分科会に位置づけられ、平成20年に「乳幼児の発達を支援する関係機関連絡会」と名称変更した。
平成23年7月「板橋区子ども発達支援センター」を開設し、発達ネットを地域連携推進会議として板橋区子ども発達支援センターに委託した。
発達ネットにより顔の見える関係による連携が進み、参加機関は、平成15年に4機関で開始したが、現在以下の33機関となっている。

【参加機関】
板橋区医師会含む医療機関（5）、特別支援学校（3）、区内児童発達支援事業所（5）、
子ども発達支援センター、教育委員会、教育支援センター、私立幼稚園協会、
区立幼稚園、児童館代表、私立・区立保育園代表、保育サービス課、障害者福祉課施設係、
福祉事務所障害者支援係（3）、子ども家庭支援センター、健康福祉センター（5）、
保健所長（要保護児童対策地域協議会　会長）、板橋健康福祉センター長（副会長）
健康推進課（事務局）　
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